
「左官工事PR」「会員増強」「次世代の育成」
受賞作品及び応募作品

� 一般社団法人 日本左官業組合連合会



表彰の趣旨
（一社）日本左官業組合連合会は、左官工事業の発展向上に尽力し、功績顕著にして他の模範たる
者に対して表彰する。

受賞歴

受賞年度 部門 受賞者

平成21年度 左官工事ＰＲ（団体） 宮城県左官工業組合連合会青年部
〝乗り合いバスを利用した左官ＰＲ活動〟

会  員  増  強（団体） 宮城県左官工業組合連合会
〝会員（新規・再加入）加入促進の取り組み〟

平成22年度 左官工事ＰＲ（団体） 大阪府左官工業組合
〝キッズプラザでの親子塗り壁体験活動等を通じての左官ＰＲ
活動〟

平成23年度 左官工事ＰＲ（団体） 釧路地方左官業協同組合
〝伝統工法・現代工法を融合した左官技術のＰＲと地域社会へ
の貢献〟

次世代の育成（団体） 宮城県左官工業組合連合会
〝次世代の育成にマンガでガイド〟

平成24年度 左官工事ＰＲ（団体） 新潟県左官同業会
〝漆喰塗り工法の普及への取り組み〟

会  員  増  強（団体） 岐阜県左官業組合連合会
〝エコポイントで塗り壁普及と組合員増強への取り組み〟
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　新潟県左官同業会では、平成23年11月に新潟県知事との意見交換及び要望について会談
を行った。その場で秘書を通して、県土木部監理課との打合せに入り、若年労働者の減少、
左官工事の減少等の諸問題を討議しました。
　また、塗り壁の普及ということで漆喰塗りの優れた（地球上のCO2削減への寄与等）左
官工法をアピールしました。その中で伝統工法の技能継承問題があげられ、知事の要請に
より新潟県側から「漆喰塗り技能の保存に関する研究会」を立ち上げていただき、その後
３回の研究会が開催されました。
　参加者として県関連13部署並びに有識者として、工学院大学名誉教授の難波錬太郎先生、
ものつくり大学技能工芸学部教授の三原斉先生、他新潟県左官同業会より３名の出席で行
われました。
　研究会では、漆喰の良さを数値で表したり、CO2の削減、伝統工法の継承等について意
見を交わし、その結果、「漆喰塗り技能の保存に関する研究会報告書案」が作成され、平
成24年度、県発注の改修工事において５物件、新潟県立高校の改修工事のうち保健室、昇
降口等漆喰の塗り壁工事の発注があり、平成25年度も７物件の改修工事に採用される予定
である。１物件に対してはわずかな施工数量ではありますが、左官工事を大きくＰＲする
ことができました。
　漆喰を塗ることにより、数値も下記分析結果報告書のようになっており、当初の予定通
り環境にやさしい壁を十分アピールすることができました。チェックリストや工事写真
（施工前、下地処理後、完成写真を貼付）を土木部営繕課に提出しています。また、各工
程が適切に施工されていることを確認し、施工箇所には漆喰塗りであることが分かるよう
に下記プレートを設置しています。特記仕様書により「新潟県左官同業会組合員」、「漆喰
塗り講習修了者」のみ施工可能と記して頂きました。
　今年度も知事への陳情の折、土木部部長、病院局長に尚一層の普及をお願いしていると
ころです。

漆喰塗り工法の普及への取り組み
新潟県左官同業会�
　　会　長　佐久間　義晴

施工前

ppm 0.010 0.020 0.025 0.08

ug/㎥ 12 24 31 100

ppm 0.032 0.018 0.015 0.07

ug/㎥ 120 66 56 260

ppm 0.002 0.002 0.004 0.2

ug/㎥ 9 9 16 870

ppm 0.001 0.002 <0.001 0.05

ug/㎥ 5 7 3 220

ppm 0.003 0.003 0.003 0.88

ug/㎥ 11 11 12 3800

ppm <0.001 0.001 <0.001 0.04

ug/㎥ 2 7 5 240

施工後

ppm <0.001 0.002 0.002 0.08

ug/㎥ <1 3 2 100

ppm 0.002 0.002 0.002 0.07

ug/㎥ 6 8 7 260

ppm <0.001 <0.001 <0.001 0.2

ug/㎥ 1 <1 <1 870

ppm <0.001 <0.001 <0.001 0.05

ug/㎥ <1 <1 <1 220

ppm <0.001 <0.001 <0.001 0.88

ug/㎥ <1 <1 <1 3800

ppm <0.001 <0.001 <0.001 0.04

ug/㎥ <1 <1 6 240

　　　　　　　　　　　 　 試料名
分析項目

１Ｆ
保　健　室
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第３多目的教室

ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ
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　　　　　　　　　　　 　 試料名
分析項目

分析結果報告書
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２Ｆ
第３多目的教室

３Ｆ
第２多目的教室Ｂ

３Ｆ
第２多目的教室Ｂ

厚生労働省
指針値

１Ｆ
保　健　室

◆施工箇所貼付用プレート
� （３㎝×７㎝）

[施工写真]

左官工事ＰＲ部門（団体）

受賞作品
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　組合員の増加を計る為にどのような活動を
するか、役員で相談の結果、岐左連　左官版
エコポイントと名付け活動を行う事となりま
した。
　現代のお客様は塗り壁（健康壁）には非常
に興味がありますが工務店・ハウスメーカー
さんが塗り壁を嫌がる傾向にあります。その
打開策として塗り壁をされるお客様は左官に
理解があると思うので感謝を込めてポイント
としてだします。
　左官の施工精度を高める為にも建材メーカーさんと協力して技術講習会を開催して技術
を向上させます。
　ポイントの支払いには登録左官基幹技能者の認証を付けるようにします。現在、35件の
申請がありますがポイントをもらわれたお客様にアンケート用紙を配布し返却して頂いて
いるところです。
　今後、一般のエンドユーザー及び設計士さん、工務店さんにいかにこの左官エコポイン
トを知って頂く事が大切だと思います。
　知名度が上がれば岐左連への問い合わせがくると思います。

エコポイントで塗り壁普及と組合員増強への取り組み
岐阜県左官業組合連合会�
　　会　長　小石　嵩明

会員増強部門（団体）

受賞作品
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　京都府では、平成22年度活路開拓を推進し、
左官ガイドブックを発行。24年度には、左官工
事PR用「DVD」を制作し左官工事の拡大を図っ
た。このDVDは、日左連版が制作され、全国
に配布されPRに貢献している。
　京左連では、傘下単組、京都左官協同組合と
協力し、KBS京都TV及びFM放送のスポット
広告を実施するとともに、祇園祭において「塗
り壁拡大広告」入り竹製ウチワを毎年千本配布している。又、塗り壁拡大・組合員募集・
若年者募集の新聞広告（社会面５段）の新聞広告を昨年度は４回掲載した。
　行政・建築士向けPRとしては、塗り壁の耐震・防火・調湿特性を周知するための研修
会を木造建築住文化研究会と協賛し「土壁再生シリーズ」として24年度５回（延参加者
200名）開催した。この研究会には京都府・市、大学関係者、一般ユーザなど産官学にわ
たり参加して頂いておりこれは25年度も継続される。
　又、京都府の依頼により「国民文化祭」のイメージキャラクター「まゆまろ」を漆喰で
２体制作（山本会長作）した。これは現在でも、京都の文化博物館及び植物園に展示され
漆喰のPRに役立てている。
　さらに、毎年市民が３万人来場する「ものづくりフエア」会場において漆喰での「左官
のパフォーマンス」を行っている。会場では、漆喰についての解説及び材料を展示し市民
に対し相談窓口を設けている。毎年アンケートを600名の方に求め、100％の回収を実施し
ている。現在までの主な作品として、時代祭、源氏物語、弁慶と牛若丸立像を最大70色の
漆喰を使用して制作した。24年度は、東日本の復興を願い「虹の架け橋（写真）」を制作

した。虹の内側の升内は、全て子供たちの手形
参加で出来ている。
　25年度の「全国左官技能競技大会」は、この
会場パルスプラザで開催される。課題は京都
らしい難易度の高いものであり、多くの市民が
訪れる会場でもあり「左官の塗り壁」のPRに
最も貢献できるものと考えている。全国より
応援を兼ねて見学されることを希望する。

ＤＶＤ制作で「左官の壁と環境」をＰＲ
京都府左官業組合連合会�
　　会　長　山本　勝己

応募作品　左官工事ＰＲ部門（団体）
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　近年、技能者の老齢化及び、国保組合の後期高齢
者制度による組合脱退が加速し、そこに少子化と若
者のものづくり離れが加わり「技能者」が激減して
いる。一方では、塗り壁拡大の広報活動が実を結び
確実に塗り壁が増加傾向にある現在、「技能者不足」
が顕著となっている。
　京都では、次世代育成を含め「組合員の増強」に
力を入れている。組合員の老齢化による組合員の減
少は、どの業界にも、組合にも避けられない現象である。これらの歯止めについてあらゆ
る措置を実施し、24年度は自然減を10名以内に止めることに成功した。これは自然減を超
える新たな組合員の補充を図ることであり、窓口の職員にまで浸透して実施した結果であ
る。この成果は、他の組合からも評価を頂いている。
　これは、下の広告にもあるように大々的に新聞広告やFM放送スポットによる「組合員
募集」を行うとともに、既存の組合員に「組合は国保だけではない」という、「組合事業
に参加している」という意識を持ってもらうことであると考える。組合員全員参加という
コンセプトで開催するスポーツの集い（写真）や、ボウリング大会などは200名を超える
参加者があり、福利厚生の一端を占めている。その他の事業は、以下の通り…
１．情報発信＝機関紙「あゆみ」の発行、毎月の同報通信による「号外」でのコンタクト
２．労災事務＝一人親方労災や特別加入などの事務組合の充実、情報発信
３．共済制度＝組合独自の共済制度を提供。保険料・補償額等有事の際には喜ばれている。
４．経営支援＝国の助成金などを活用し、組合事業の幅を持たせている。
　　�これらに対応する委員会、（開発関連委員会・経営改善委員会・雇用改善委員会・福
利厚生委員会）がある。

５．行政対応＝京都府、京都市、中央会
　　�いずれも関係機関と呼応し組合員事業所に関連する事業を展開している。京都府では
ものづくり振興課とタイアップ。京都市では、耐震助成制度に加盟し、組合員に紹介
している。

組織力の強化
京都府左官業組合連合会�
　　会　長　山本　勝己

応募作品　会員増強部門（団体）
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　中学校でのキャリアスクールを開催しました。
　内容は、子供達に直接、鏝や漆喰を触って頂き、塗り方の体験をして手造りの良さを体
感してもらい、子供達が自分の生き方を真剣に考えたり向き合ったりするきっかけや場を
通して本物に出会うことや、直接触れることによって心に残る感動をのこせると思います。
さらに左官の仕事は大変であり、そして技術がいるという事を理解し、今後、工事現場を
見た時に少しは興味がわくのではないかと思います。
　この仕事にやりがいを感じる人材が出てくればと思います。
　今後もこの様な活動を、他の学校等でも広めていきたいと考えています。

体験を通して左官に対する知識を普及させる取り組み
岐阜県左官業組合連合会�
　　会　長　小石　嵩明

応募作品　次世代育成部門（団体）
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　《京都の人材育成》
　京都には、昔から全国の若者が弟子入りし育って
来た歴史がある。現在、京都府職業訓練法人「聚楽
会」が母体となる「京都府左官技能専修学院」（写真）
が運営されている。
　学院は、昭和32年の職業訓練法により認定訓練校
として誕生。昭和44年「京都府左官高等職業訓練校」、
平成９年、職業訓練法人の認可により「京都府左官
技能専修学院」として現在に至る。この間、訓練終
了生600余名を輩出、若手技能者の育成に貢献した。
　運営については、組合員に月額千円を人材育成費
として負担を願っている。これに加え、京都府、京
左連（協同組合）、国保組合京都分所などからも助
成を頂いている。このため、組合員事業所の負担を
少なく ｢訓練生派遣｣ が容易となるように配慮して
いる。又、訓練生を派遣する事業所に対し「定着助成」として１年継続した場合「人材育
成費」として助成金を支給し、次世代の若者を育成するための応援に努めている。
　訓練は、実技は勿論必要な座学（CADを含む）にも重点を置いている。指導員は、実
技は名工を中心に配置し、座学においてはバラエティに富んだ講師陣を組み、将来の業界
を背負う「技能者」の育成に努めている。聚楽会では、全国的な「若手技能者」の育成に

も配慮し、全国向けの「向上訓練」も実施
している。伝承技能の向上訓練では毎年延
100名余の受講生がある。
　訓練生の「実地訓練」にも配慮し、有名
建築や現場見学を実施。又、行政が行う
フェア等での「体験学習」や「実技披露」
なども行いユーザに直接触れるなどの体験
も積ませている。
　　　　　実技訓練風景

京都の「技術の継承と後継者育成」
京都府左官業組合連合会�
　　会　長　山本　勝己

応募作品　次世代の育成部門（団体）

聚楽会館（学院）
建物＝RC５階建て
敷地面積　333.21㎡
建築面積　226.80㎡
延床面積�1.073.79㎡



平成25年５月23日

｢左官工事ＰＲ｣ ｢会員増強｣ ｢次世代の育成｣ 貢献者に対する表彰

審査委員会（会員増強・労務対策研究委員会）

担当副会長　　神　垣　三　次（福岡県）

審査委員長　　長谷川　哲　義（群馬県）

審��査��委��員　　小　石　嵩　明（岐阜県）

審��査��委��員　　橋　本　喜久雄（福岡県）

審��査��委��員　　伊　藤　俊　一（宮城県）

審��査��委��員　　町　田　卓　大（栃木県）

審��査��委��員　　阿　嶋　一　浩（東京都･青年部長）

特別審査委員　　久　保　賢　次（㈱工文社　代表取締役社長）
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